
P－ter七一ブチルフェノールの分解度試験成績親告書

∠　試験潮間　　昭和∫0毎9月8日～昭和∫0年／0月30日

ユ　試　　科　　名　　　P－tert一ブチル：フェノール（試稗盃K－8／）

　　　分子式　　σ一．HI40

　　　構造式

HO

　　　？H3

〃　　　C－GH3　　　1

　　　CH3

ユ　試験方法及ぴ条件

鵜三欝一一・一一
　　　　　試料濃度：　　30PIコ1　　　　　　汚・泥濃度　　　100ppm

　31　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定懐

　32　酸素消費量測定

　　　　　ユ1の記録による

33　生分解試験後の直接定量法

　　（の　使用分析機器

　　　　　全有鱗炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FII）

　　　　　紫外可視自記分光光廣計

lb）　分析試料の葡処理

試　験 　液

・ろ遇（石．Zろ紙使用｝

・ろ過（孔径0」Z2μ田のミリポァフイルター使用）

　　！重亟郵聖画藪選麺…葺11

⑥　分析条件

　　　全有権炭素分析計〔T　O　C計）．

　　　　流速　TC回路　200ロ且／min

　　　　潔凝　TC炉　　860℃

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FID

　　　　キヤリ丁ガス　　恥

　　　　充てん剤　アピェゾンL

　　　　ガラスカラム　　 ．2㎜∫げ×／皿

　　　　カラム潟慶　 17．Z℃

　　　紫外可視自記分光光度計〔吸光光度計）

　　　　波長2ヨOn皿～34：0癒1

　　　スリット幅　　　　“n皿

　　　使用セル　　石英セル10㎜

　　　　　　　　（以下次頁に続く）



荏　試験結果

分解度（％）
耳付

†
図付 表

L璽整費量による結果 0 ！
一

To　c計による結果 ∠2 2 ！

GCによる結果 ※（一） 3 2

吸光光度計による結果 ※〔一1 4 3

一
⊥

　　　　※　負の値を得たので（一）とした。

よ　そ　の　他

　　　操作上特に問題はなかった。

以 上


